
川口市スポーツ少年団 移動・宿泊を伴う活動について 留意事項 
 

移動・宿泊を伴う活動については、感染状況及び社会情勢等を考慮したうえで企画、実施

の判断をしてください。また、活動への参加は、個人（団員等）の意思を尊重するものとし、

参加を希望しない個人（団員等）に対して、無理に参加を促すことのないよう団の中で共通

理解としてください。 

 

【移動】 

①バス等による移動 

 Ⅰ．バス会社に依頼する場合、対策事項を事前に確認すること 

 

 Ⅱ．車内での身体的距離 

 車内は密を避けるよう人数を極力減らし、着席する席の間隔を空ける 

（目安：定員の５０％まで） 

 複数台に分乗する等により、団員間の身体的距離の確保を検討する 

 

 Ⅲ．その他注意事項 

 車内ではマスクを着用する 

 車内換気の徹底 

 大声での会話を原則禁止 

 １時間に１回程度休憩をとる 

 サービスエリア等の休憩を長めに取り、休憩時のマスクの着用を徹底する 

 

 

 ②移動中の食事 

  Ⅰ．食事の際、マスクを外すことになるため、感染及び濃厚接触を防ぐ観点から 

    可能な限り飲食は控えること（※水分補給はこの限りでない） 

  

  Ⅱ．移動中に飲食を取らざるを得ない場合、以下のとおり感染防止に配慮すること 

 車内では可能な限り距離をとり、対面で座らない 

 車内換気の徹底 

 飲食をする者以外はマスクを着用する 

 飲食の直前に手指消毒を行う 

 可能な限り短時間で済ませる 

 会話を控える 

  



【宿泊】 

 宿泊先の感染症対策等を事前に確認すること。以下の留意点を徹底すること。 

 

 ①従業員や利用客との接触による感染リスクからの回避 

  Ⅰ．共用の廊下やロビー、エレベーターを利用する際は従業員や他の利用客 

    との接触を減らす工夫をする 

  Ⅱ．時間指定等により食事会場を団体の専用とすることができるか検討する 

  Ⅲ．利用する部屋を事前に消毒、換気する（宿泊施設に依頼） 

 

 ②チーム・団体の行動規範 

  Ⅰ．部屋においても可能な限りマスクを着用する 

  Ⅱ．エレベーターのスイッチや階段の手すりは可能な限り素手で触れないようにする 

  Ⅲ．ホテル内の人が密集する場所には可能な限り立ち入らない 

 

 ③部屋割り 

  Ⅰ．１部屋当たりの収容人数を可能な限り少なくなるよう、密を避けて設定する 

（対応できない場合は参加者の対策や体調管理を徹底する） 

Ⅱ．部屋の換気を徹底する 

 

 ④食事 

  Ⅰ．座席は身体的距離を確保し、対面の配席はしない 

  Ⅱ．十分に広い部屋がない場合は、グループを分けて食事時間をずらす 

  Ⅲ．ビュッフェ形式の場合、密にならないよう注意喚起する 

  Ⅳ．会話を控える 

  Ⅴ．できるだけ短時間で済ませる 

 

 ⑤入浴 

  Ⅰ．グループを分ける等入浴時間をずらす 

  Ⅱ．会話を控える 

  Ⅲ．可能な限り短時間で済ませる 

 

 ⑤その他 

  ・ミーティング等、複数人が集まる際はマスクの着用、社会的距離の確保、部屋の換気

を徹底すること 

・移動先でも毎日検温と体調管理を行うこと 


